
家読プロジェクト 

「親子読書通帳」（親子読書感想カード） 

文化委員会を主体として年間を
通じて行う、家庭での親子読書活
動をおこなった。 

親しみやすいネーミングにす
るために、家庭で親子一緒に読書
をする活動のことを「家読」（う
ちどく）と称して、６月から全校
で取り組んだ。 

流れは右のとおりである。１ヶ
月で４家族通帳が回ってくるの
で、年間数回は取り組むことがで
きた。 

▼ 日記から抜粋（４年生） 
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 ▼ 文化活動委員から出された「家読」呼びかけ文書（６月）                                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     「親子読書通帳」について                                                 
○ 金曜日にファイルを子どもが持って帰ってきます。次の金曜までに親子で読書をして、感想
を書き、学校に持たせてください。                    

○ 感想は親子それぞれ又はいっしょに書く・親だけ、又は子どもだけ書くどれでもいいですの
で、必ず書いてください。内容は「本の感想」「親子読書の感想」「本の紹介」など自由です。                               

○ 本は「親子一緒の本」「親子それぞれの本」「読み聞かせ」など自由です      
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ノーテレビ・ノーゲームデーに 
取り組まなかった理由 

「ノーテレビ・ノーゲームデー」 
 
昨年度末の「家庭教育通信」は以下のとおりである。 

家族団らんなどができたり読書ができたりと成果があったものの、取り組まなかった
家庭が８割あることがわかった。 

そこで、本年度は「ノーテレビ・ノーゲームデー」の意義や実施についての啓発を計
画的に行うこととした。 

具体的には、小中学校合同で毎月５日を「ノーテレビ・ノーゲームデー」に設定し、
町内での統一化を図るとともに、町防災無線にて前日夕方及び当時朝に、中学生のアナ
ウンスを流し啓発に努めているところである。 

 

 

【ノーテレビ・ノーゲームデーについて】 
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ノーテレビ・ノーゲームデーに 
取り組んだときの過ごし方について 
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 ノーテレビ・ノーゲーム
デーに取り組まれたご家
庭が１６％、取り組まれな
かったご家庭が８４％と
いう結果でした。 
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【 取り組まれての感想 】 

○ テレビがついていると会話がなくなるが、ついていないと子どもたちが遊んでいて

の会話が耳に入り家事をしていても会話をすることができた。 

○ 家族で会話をして良い時間がもてた。テレビを見る時間を考えるようになった。 

○ 時々しか取り組めなかったが、お互いの顔を見て話すことができた。 

（読書、トランプ、ゲーム、会話など） 
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